
平成２９年度第１４回全国小学生学年別柔道大会 要項 
 

 1 / 2 

１ 目 的 わが国の将来を担う小学生の心身ともに健全な育成を目指し、児童相互の交流・親睦及び正しい柔道の

普及･発展を期する。また、将来の日本柔道を背負う､ジュニア選手育成を目的とする。 

２ 主 催 公益財団法人全日本柔道連盟 

３ 主 管 一般社団法人北海道柔道連盟 

４ 後 援 スポーツ庁（申請中）・公益財団法人講道館・公益財団法人日本体育協会・ 

 一般財団法人東京スポーツ新聞格技振興財団・読売新聞社 

         北海道・北海道教育委員会・公益財団法人北海道体育協会・札幌市・札幌市教育委員会 

         一般財団法人札幌市体育協会・一般社団法人札幌観光協会・北海道新聞社  

５ 日 時 平成 29年 8月 20日(日) 午前 9時 00分 開会式 

６ 会 場 北海道立総合体育センター（北海きたえーる） 

 〒062-8572 北海道札幌市豊平区豊平 5条 11丁目 1番 1号 Tel.011-820-1703 

７  実施種別 ①小学 5年生男子 45㎏級   ②小学 5年生男子 45㎏超級 

 ③小学 6年生男子 50㎏級   ④小学 6年生男子 50㎏超級 

 ⑤小学 5年生女子 40㎏級   ⑥小学 5年生女子 40㎏超級 

 ⑦小学 6年生女子 45㎏級   ⑧小学 6年生女子 45㎏超級 

８ 参加資格 (1)全日本柔道連盟競技者登録をしている者であり、各都道府県柔道連盟（協会）が選考した各種別 1名

とする。但し、開催地においては各種別に 2名が参加できる。 

 (2)選手の年齢区分は次の通りとする。 

 小学 5年生の部：平成 18年4月 2日以降に生まれた者 

 小学 6年生の部：平成 17年4月 2日以降に生まれた者 

 ※但し、帰国子女等についてはこの年齢制限を適用せず、学年齢による種別に出場できる。 

 (3)監督は全日本柔道連盟公認指導者資格（B 指導員以上）を保有し、全柔連登録をしている者とする。

原則として、監督は男女それぞれ 1名ずつとするが、男女兼ねて 1名でも可とする。コーチは全日本柔

道連盟公認指導者資格（C 指導員以上）保有し、全柔連登録をしている者とする。監督、コーチを合わ

せて最大 8名の指導者をエントリーすることができる。 

  (4)各都道府県連盟・協会は、選手本人の出場意志を確認し、健康に十分な配慮を行い、保護者の承認を

得ること。 

９ 試合方法 (1)平成 29年 3月現在の国際柔道連盟試合審判規定及び国内における「少年大会特別規定」で行なう。 

(2)試合時間は 3分間とし、トーナメント戦で行う。 

(3)勝敗の決定基準は「一本」「技あり」「僅差」とする。「僅差」とは、双方の選手間に技による評価（技

あり）がない、又は同等の場合、「指導」差が 2 あった場合に少ない選手を「僅差」による優勢勝ちと

する。得点差が無く、かつ「指導」差が 1以内の場合は旗判定で勝敗を決定する。（延長戦は行わない） 

（「指導」数によって勝敗が決する例＝0対 2）  

（「指導」数に差が出ても判定になる例＝0対 1、1対 2） 

 (4)本大会は、4間四方(32畳)の試合場で行う。 

10 参加申込 7月 7日(金)までに、所定の申込用紙により下記宛にメールにて申し込むこと。申込書は全柔連 HPより

申込用紙をダウンロードし必要事項を入力の上、添付ファイルにて送信すること。郵送での申し込みは 

受け付けない。 

 

 

 

 

 

11 変更手続 選手および指導者（監督・コーチ）の変更は、所定の用紙により 8月 16日(水)までに上記宛に届出が 
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あったものまで認める。これを過ぎたものは欠場とする。 

12 ゼッケン 各自で下記の要領で縫い付けること。（無ければ失格とする） 

 ①布地は白色（晒太綾）で、サイズは、横 30cm～35cm、縦 25cm～30cm。 

 ②上部 2/3に苗字、下部 1/3に所属を表記する。書体は楷書で、ゴシック体または明朝体を用いること。 

 ③男子は黒字、女子は赤字とする。 

 ④縫い付けの場所は後襟から5～10㎝下部とし、対角線にも強い糸で縫い付けること。 

13 組 合 せ 7月下旬予定（全柔連 HP上で発表 URL http://www.judo.or.jp/ ） 

14 表 彰 各種別の優勝から第 3位（2名）までを表彰する。 

15 計 量 日時： 8月 19日(土)16:30～17:30（非公式計量 15:30～16:30） 

 場所： 男子（北海道立総合体育センター 柔道室・剣道室更衣室） 

             女子 (北海道立総合体育センター  メインアリーナ更衣室) 

※公式計量は 1回のみの測定とする。非公式計量の時間中に必ず確認しておくこと。 

16 諸 会 議 (1)審判会議 8月 19日(土) 15:30～16:30 ≪北海道立総合体育センター ２Ｆ 講堂・視聴覚室≫ 

 (2)監督会議 8月 19日(土) 17:00～17:30 ≪北海道立総合体育センター ２Ｆ 講堂・視聴覚室≫ 

17 練習会場 北海道立総合体育センター（北海きたえーる）・試合会場・柔道室・剣道室 

 8月 19日(土) 13:00～17:00 柔道室・剣道室  12:00～15:00  試合会場 

 8月 20日(日) 07:30～08:20 試合会場・柔道室・剣道室 

18 経費補助 (1)参加選手 8名分の交通費は、別に定める規定により主催者が補助をする。 

 (2)宿泊費は各自の負担とする。 ※支給方法については、別添資料及び交通手配申込書を確認のこと。 

19 傷害保険 (1)主催者は、選手の傷害保険に加入し、その費用を負担する。 

 (2)主催者は、大会中の不慮の負傷・疾病について応急処置を施し、傷害保険の範囲内で責任を負うもの

とする。 

 (3)万が一の事故の発生に備え、参加選手各自で傷害保険に加入するなどして、万全の事故対策を立てて

おくこと。また、健康保険証を必ず持参すること。 

20 そ の 他 (1)大切な成長過程にあることを重視し、減量を行ってはならない。 

 (2)皮膚真菌症（トンズランス感染症）の発症の有無を各所属の責任において必ず確認すること。感染が

疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅速に医療機関において、的確な治療を行なう

こと。もし、選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会へ出場ができない場合もある。 

 (3)個人情報、肖像権の取り扱いについて 

 ・参加申込用紙に記載された個人情報は、大会プログラム、大会ホームページに掲載され、その他の

報道機関（新聞、雑誌、テレビおよび関連ホームページ等）にも公開される場合があります。 

 ・大会中に撮影された写真、または動画の肖像権は全て主催者側に委ねられます。 

 ・提出された個人情報については、上記の利用目的以外に使用することはありません。 

 ・参加申込用紙の提出により、上記取り扱いに関する承諾を得たものとして対応をさせていただきま

す。 

 (4)大会に関する問合わせは下記まで 

 公益財団法人全日本柔道連盟 Tel 03-3818-4392 担当 競技部 大会事業課 

 一般社団法人北海道柔道連盟  Tel 011-813-8382 大会事務局    釜澤 大毅 
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脳振盪対応について 

選手および指導者は下記事項を遵守すること 

1. 大会前 1ヶ月以内に脳振盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。 

2. 大会中、脳振盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とし、至急、専門医（脳

神経外科）の精査を受けること。 

3. 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。 

4. 当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出すること。 


